
震
準
巾
出
身
で

「ニ
ッ
ポ
ン
東
京
ス

ロ
ー
プ
l
ド
協
会
」
設
立
発
起
人
の
一

人
、
金
丸
弘
突
さ
ん
(
回
&
は
そ
う
断
吾
一一目

す
る
。高

反
経
済
成
長
期
に
都
内
三
十
三
区

の
段
地
は
急
速
に
縮
小
し
て
い
っ
た
。

馬
雪
え
も
「
こ
こ
も
昔
は
一
方
埠
以

上
あ
っ
た
け
ど
、
宅
地
開
発
が
進
ん
で

一
司
)
ま
で
小占
〉
¥
な
っ
た
」
と
活
る
。

し
か
し
一究
組
を
変
え
れ
ば
、
宅
地
に
固

ま
れ
た
波
地
は
「
消
賞
者
と
直
結
し
た

貸
し
出
し
て
、
好
『
涯
と
き
に
収
穫
し
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
農
業
に
巌

て
も
ら
う
。
利
用
者
は
約
三
百
人
。
賃
適
」
(
金
丸
完
)
で
も
あ
っ
た
。
約

貸
期
限
が
切
れ
る
香
に
は
、
畝
は
菜
の
十
五
年
前
に
現
在
の
運
常
宵
径
を
導
入

花
で
埋
ま
る
。
そ
の
花
見
手
兼
ね
て
、
し
、
地
域
に
定
お
し
た
。
栽
陸
相
は
減
民

近
所
の
客
と

一
緒
に
も
R
d
t
っ
き
、
お
薬
。
「
ハ
ウ
ス
も
な
い
か
ら
裁
活
法
は

蓋
喜
楽
し
む
の
が
今
回
の
催
し
。
「
ご
丸
思
え
。
お
客
室
怠
近
所
の
矧
民
国

近
所
の
方
々
に
四
季
宇
品
目
り
た
い
」
と
い
だ
か
ら
、
い
い
も
の
出
さ
な
い
と
ね
」

諮
る
の
は
リ
ト
ル
フ
ァ
ー
ム
綬
賞
者
の
と
一
語
る
時
婿
さ
ん
-
の
偵
で
、
常
連
客
の

馬
橋
武
男
『
先
決
色
。
徹
底
的
な
地
域

女
例
会
七
)
が

「新
鮮
だ
し
、
安
心
。
そ

密

者

型

だ

。

れ

が

魅

力

だ

よ

」

。

「
足
も
と
の
身
世
な
土
地
で
、
し
つ

こ
う
今し
た
小
規
似
都
市
型
ハ
霊
の
多

か
り
作
ら
れ
た
モ
ノ
を
食
べ
、
楽
し
む
く
は
兼
業
農
家
。
駐
車
場
一
や
ア
パ
ー
ト

の
借
刷
は
そ
の
以
先
制
で
す
」
。
佐
賀
な
く
な
い
。
年
金
守
口
し
の
馬
摘
さ
ん

「
ア
ン
チ
・
フ

ァ

ス

ト

フ

解

が

広

が

っ

た

と

は

ま

だ

三

一

百

た

食

品

が

ス

ロ

ー
プ
l
ド
と

O
円一
)
U写
真

Y
は
、
冒
頭

|
ド
?
」

「

食

事

に

時

間

を

い

難

い

の

が

現

状

だ

。

さ

れ

る

。

グ

ロ

l
パ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
聞
い
に
対
す
る
答

か
げ
る
こ
と
か
な
?
」
。

イ

月

悔

の

食

を

し

っ

か

り

見

に

対

抗

す

る

食

の

地

域

主

え

を

ま

と

め

て

い

る

。

イ

タ

タ
リ
ア
に
「
ス
ロ
ー
プ
1
ド

直

す

こ

と

か

ら

、

食

と

生

活

、

義

、
食
を
過
し
て
一足
も
と
の
リ
グ
の
生
産
者
、
現
地
の
レ

協
会
」
が
発
足
し
た
の
が

一
消

費

と

生

産

の

関

係

を

問

い

地

域

に

活

力

を

呼

び

込

む

巡

ス

ト

ラ

ン

も

詳

し

く

ガ

イ

九

八

六

年

。

い

ま

で

は

世

界

直

そ

う

と

い

う

の

が

運

動

理

動

と

も

い

え

る

。

ド

n

も
し
イ
タ
リ
ア
旅
行
の

凶

十

五

カ

国

は

蓄

が

窃

也

雫

具

体

的

に

準

君

よ

ニ

ッ

官

版

原

信

も

作

佐

隠

れ

は
い
匝
棚

a

ほ
ど
普
及
し
て
い
る
が
、
白
地
の
産
物
②
素
材
の
貨
の
良

l
ド
協
ム
一
家
出
し
た
「
ス
ロ
に
読
ん
で
お
当
た
い
。
問
い

本
に
本
格
的
な
導
入
が
始
ま
事
風
土
に
合
っ
た
生
産
法

l
フ
l
ド
宣
言
!

イ
タ
リ
合
わ
せ
は
木
楽
舎
H
0
3

っ
た
の
は

-
昨

年

か

ら

。

理

と

い

っ

た

条

件

を

満

た

し

ア

編

」

(

木

楽

合
、
一
六
O
(
3
5
2
4
)
9
5
7
2。

ス

ロ

フ

l

ド

も
「
門
医
業
だ
け
で
は
食
え
な
い
」
と
い

う
。
都
南
型
な
ら
で
は
の
経
営
環
境
を

生
か
し
た
、
生
産
者
・
消
費
者
交
流
の

鼠
み
と
い
~え
そ

4

字
、

×

×

 

農
村
に
続
々
と
生
ま
れ
て
い
る
物
産

直
売
所
も
、
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な

ぐ
新
し
い
パ
イ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
佐

賀
県
七
山
村
の
国
道
3
2
3号
沿
い
の

第
三
セ
ク
タ
ー
の
一間
仕
組
問
附
仰
の
庄
」

に
は
毎
朝
、
収
秘
し
た
ば
か
り
の
野
菜

や
果
物
が
並
ぶ
。
生
産
者
は
村
民
に
限

ら
れ
、
値
札
に
価
絡
と
金
問
主
耳
込

む。

一
九
八
六
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
年

間
の
購
買
者
は
約
十
七
万
人
。

「山口い

手
の
方
々
と
生
産
者
と
の
信
頼
関
係
が

人
気
を
支
え
て
い
る
の
で
は
c

中
に
は

伊
か
ら
運
動
拡
大

J鷲可3普斤

たちまちよく分かる

J呼応Eヨ

電子メールbunka@nishinippon.co.jp

ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
と
い

っ
子
麻
美
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
な
ど
の

果
物
、
さ
り
に
ウ
ド
、
タ
ラ
ノ
メ
ま
で

凶
十
積
以
卜
に
の
ぼ
る
。
収
穫
し
た
作

物
は
す
べ
て
道
路
に
面
し
た
コ
ー
ナ
ー

で
直
売
。
ハ
ブ
や
季
節
の
花
も
植
え

ら
れ
、
購
入
者
は
自
分
で
必
要
な
量
を

刈
り
取
る
こ
と
が
で
『
=
也
。

収
穫
作
物
の
種
類
が
減
る
冬
場
は
、

コ
マ
ツ
ナ
安
福
え
P4献
を
千
円
程
度
で

壬豆ヨ「

渋
谷
か
『
り
点
王

・
井
の
頭
線
の
快
速

に
乗
っ
て
約
十
五
分
で
久
我
山
駅
。
そ

こ
か
ら
約
十
分
歩
い
て
、
住
宅
街
の

一

角
に
広
が
る
「
馬
橋
リ
ト
ル
フ
ァ
ー
ム
」

に
着
い
た
。
敷
地
は
約
三
千
呼
。
九
州

ーー
ー

さ
ま
も
い
ま
す
」
と
鬼
出
芳
文
盾
長。

五
月
三
日
は
「
感
謝
祭
」
を
聞
き
、

普
段
は
行
わ
れ
て
い
な
い
生
瑳
者
と
泊

賞
者
の

「顔
が
見
え
る
さ
侃
」
も
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。
「
鴨
神
の
庄
」
の
陶
い

合
わ
せ
は
H
0
9
5
5
(
5
8
)
2
0

ウ
J
ウ
2
0

ま
る
で
小
さ
な
公
園
の
よ
う
に
映
る
。

年
間
に
宿
さ
れ
て
い
る
の
は
タ
マ

ュニケーション

-
=司

自

FAX 092 (711) 6243 

@践園の運営法などを説明する馬橋さ
ん (左端)0農園の角にある直売コ
ーナーには取れたての農作物が並ぶ

墳
に
立
っ
て
い
る
。

「で
も
大
事
に
し

て
ほ
し
い
な
あ
。
商
町
街
の
屈
は
、
地

元
の
食
材
京
告
な
い
わ
ゆ
る
地
成
密

詣
で
す
。
専
門
事
~
か
ら
、
料
州
司
法

も
合
め
た
知
識
も
円
吉
」
。
こ
こ
で
も

大
切
な
の
は
ム
富
岡
。

「広
の
人
と
詰
し

て
い
る
う
ち
に
、
地
域
社
会
に
暮
ら
す

実
感
が
わ
い
て
く
る
は
ず
で
す
」

巌
後
は

「旅
先
で
の
お
み
や
げ
は
、

そ
の
土
地
で
弘
産
さ
れ
た
も
の
に
す

る」
0

土
地
柄
に
ち
な
ん
だ
商
品
名
で

も
、
製
造
場
所
は
別
の
土
地
と
い
う
お

み
や
げ
は
結
納
多
い
。

「製
造
表
示
を

よ
く
見
て
く
だ
さ
い
ね
」

「
自
分
村
正
属
し
て
い
る
風
土
、
伝
統

へ
の
こ
だ
わ
り
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め

て
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
の
が
ス

ロ
フ
l
ド
運
動
」
。
あ
ま
り
構
え
ず
、

実
践
し
た
い
。

手
始
め
に

3
つ
の
実
践

干810-8721西日本新聞文化部生活班

福
岡
出
身
の
ラ
イ
タ
ー
・
島
村
菜
津
さ
ん

、、、

風土や伝統に根ざした地域の食文化を見

直す「スローフード運動J0 その輸が広が
る中、生産者と消費者をつなぐ試みがあち

こちで始まっている。春の一目、コミュニ
ケーション裂という新しいタイプの農業に

取り組んでいる東京都内の小さな段図で催

されたお茶会に出かけ、スローフード運動

の実践の協を見た。
〔東京報道部・岩田直仁〉

日
本
に
初
め
て
ス
ロ
ー
プ
l
ド
運
動

を
本
格
的
に
紹
介
し
た
「
ス
ロ
ー
プ
l

ド
な
人
生
l
」
(
新
潮
社
)
の
著
者
、

に
よ
る
と
、
暮
ら
し
の
中
で
気
軽
に
取

り
宛
め
る
こ
と
が
一ニ
つ
あ
る
。

ま
ず
「
生
陸
者
の
顔
を
見
に
行
く
こ

と
」。

稲
刈
り
体
験
な
ど
を
通
し
て
、

消
賞
者
と
交
流
を
図
る
生
産
者
も
閉
え

て
き
た
。
物
産
所
主
催
の
「
収
穫
祭
」

な
ど
で
生
産
者
と
交
流
す
る
質
事
あ

る。

「
福
岡
市
早
良
区
の
西
新
リ
ヤ
カ

部
隊
な
ん
か
も
、

生
産
者
と
泊
賞
者

が
也
隊
出
会
え
る

μ
で
す
よ
ね
。
ロ
つ

と
さ
、
ち
ょ
っ
と
話
し
て
み
る
と
、
作

打
ノ
手
の
田
中
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
は
ず
」

一一
苔
目
は

「地
元
の
商
庖
街
で
買
い

物
長
す
る
」
。
郊
外
型
大
型
ス
パ

の
進
出
で
、
各
地
の
古
い
商
問
街
が
苦

コ

(第3種郵便物認可)

者

旬開
…

生産者と消


